
 

 

               

                             

 
                                       

講 座 の 名 称 アウトドア流 ちいさないのちを守る防災術 

講 座 の 目 的 

災害への備えは必要であると感じているが、毎日の育児や仕事・家事に追われ、なか

なか取り組むことができない『子育て世代』にスポットをあて、普段の生活に取り入れ

られる防災の知識を伝え、子育て世代の目線に立った防災の活動ができるような社会づ

くりを推進するために開催する。 

募 集 対 象 子育て世代の保護者、防災に関わる方、テーマに関心のある方 

定 員 人 数  40 名 申 込 人 数 30 名 当日参加人数 36 名 

申 込 方 法 FAX（ 46% ）、電話（ 20% ）、窓口（ 20% ）、ながの電子申請（ 10% ）、メール（ 4% ）、 

託 児 4 名 

回 数 1 回 

開 催 場 所  駒ヶ根市保健センター 

日 時 10 月 11 日（金） 13:30～15:30 

講 師 
あんどう りす さん 

アウトドア防災ガイド 

開 催 内 容 

 

・アウトドアの知恵やグッズを防災、減災に役立てる。 

・いつものバッグに命を守る道具を持ち歩こう。 

・防災、減災や被災者支援のために知っておきたい知識の紹介 

（自治体助成金、法律、性犯罪被害、授乳支援など） 

参 加 者 の 声 

 

・準備の必要性を強く感じました。役立つ情報がいっぱいでした。災害を甘く見ている

ところがあり、反省しました。もっといろいろ聞きたいです。 

・山の中なので災害にも遠いと思っているが、備えは必要だと反省しました。 

・メディアから得た情報も間違っていることや有益でないことも多く、驚きました。本

当に役立つことを周囲の人にも知らせてあげたいと思いました。 

・あっという間の2時間でした。今日のお話で聞いたことを１つでも２つでも実行した

いです。 
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 １ 概要 

会場 あんどう講師 チラシ 


